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柳井市立保育所保育業務支援システム導入等業務仕様書 

 

第１ 基本事項 

１ 業務名 

柳井市立保育所保育業務支援システム導入等業務 

 

２ 目的 

本業務は、柳井市立保育所への保育業務支援システムの導入により、利用者の利便性を向上させると

ともに、職員の事務負担の軽減や作業の省力化を図り、保育業務に専念できる環境を整備すること及び

保育の質の向上を図ることを目的とする。 

 

３ 履行場所 

保育所名 利用定員 児童数 クラス数 住 所 

柳井南保育所 ５０人 ３０人 ４ 柳井市伊保庄２５３０番地３ 

大畠保育所 ４０人 １８人 ２ 柳井市神代２９６６番地２５ 

令和６年４月１日現在 

 

４ 契約期間等 

（１）導入期間 契約締結日から令和６年１１月３０日まで 

（２）運用期間 令和６年１２月１日から令和１１年１１月３０日まで 

  ※地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条の３の規定に基づく長期継続契約 

 

５ 支払方法 

（１）システム導入費用は、令和６年１１月以降の業務完了後、一括払いとする。 

（２）システム運用保守費用は、月払い（月末締め翌月請求）とする。 

（３）初回の支払は、運用開始月からとする。 

   例）令和６年１２月運用開始の場合、１２月末締め令和７年１月請求 

 

６ 業務内容 

（１）システム利用環境の提供 

（２）システム導入フォロー及び初期設定支援 

（３）各種操作マニュアルの作成 

（４）操作研修の実施 

（５）システム運用及び保守の実施 

（６）その他本業務に必要な全ての作業 
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７ 留意事項  

（１）本仕様書は、主要事項を記述したものであり、明記されていない事項についても、本業務の目的を

達成するために当然備える事項については、完備しているものとする。 

（２）受託者は、本仕様書、提供された情報等について、他者への情報漏えい等が起こることのないよう

必要な措置を講ずること。 

（３）受託者は、市が提供する資料等について、許可なく複写及び第三者に提供しないこと。 

（４）システムの運用開始日から起算して１年以内に、導入されたシステムに本仕様の内容に適合しない

状態（契約不適合）が確認された場合は、受託者の責任において無償で修復等の作業を行うこと。 

（５）受託者は、本契約が終了した時には、サーバー内に保存されている市に係るデータを完全に消去す

ること。 

（６）受託者は、市の情報セキュリティポリシーを遵守すること。 

（７）受託者は、個人情報の保護に関する法律の趣旨を理解し、個人情報保護に努めること。 

（８）本仕様書に定めがない事項については、双方協議の上、決定するものとする。 

 

第２ システム内容  

１ 概要  

（１）保育所を運営する他の地方公共団体において、１０団体以上への導入・運用実績があるシステムで

あること。 

（２）現在までに１００施設以上での導入・運用実績があるシステムであること。 

なお、導入・運用実績は、保育所における保育業務を総合的に支援するシステムの実績とし、機能 

単体システム（例えば、保護者連絡システム、午睡チェックシステム等）のみの実績は、除くこと。 

また、運用の実態を伴わない可能性があることから、システムの無償提供も実績には、含めないこ

と。 

（３）当システム専用の保護者向けスマートフォンアプリケーション又はＷｅｂブラウザ（以下「保護者

アプリ」という。）を提供するシステムであること。  

なお、保護者アプリは、プッシュ通知が可能であること。また、保護者アプリの運用実績が２年以

上あること。 

（４）定期的にバージョンアップ（機能拡張）を図るＡＳＰサービスの形態で提供すること。 

（５）他システムとのＡＰＩ連携実績があること。 

（６）クラウドサービスで提案すること。 

（７）個人情報は、運用時の利用端末側に保持せず、クラウド側にて保持すること。ただし、システムか

ら帳票類等を利用端末にダウンロードした場合は、この限りでない。 

 

２ システム機能要件  

別に定める「柳井市保育所保育業務支援システム機能要件」に定める機能を提供できること。 

なお、要件区分欄が「Ａ（必須機能）」となっている機能は、機能として必ず実現しなければならな

い要件とする。機能を有していない場合は、アドオンやカスタマイズで対応する等にて、必ず実現する

必要がある。 
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３ 帳票要件  

（１）指導計画、保育日誌等の帳票については、業務の改善に繋がる様式を提案すること。 

また、市が契約締結後に別途示す様式を可能な限りシステム上で再現可能であること。 

（２）市が現在使用している項目を充足できるように設定するものとし、帳票の管理及び作成が容易にで

きるようセットアップを行うこと。忠実な再現が難しい場合は、再現可能な様式を市に提案、承認を

得た上で再現を行うこと。 

また、再現に必要な費用は、初期費用に含めること。 

（３）運用開始後、様式に変更があった際は、追加の費用なく市で変更できること。 

なお、再現が不可能な様式については、双方協議の上、決定するものとする。 

 

４ その他  

（１）ユーザＩＤ及びパスワードにより、システム認証管理ができること。また、職員ごとに詳細な権限

（閲覧権限／更新権限）の設定が可能で、権限に合わせて画面やメニューの表示、データの取扱いが

制御されること。 

（２）市こどもサポート課専用の特権アカウントを発行すること。 

また、特権アカウントからは、各園の情報を一括して閲覧・編集・ダウンロードなどの統合的な管

理ができること。  

（３）導入後、接続端末数・職員数・児童数の増減があった場合でも、追加のシステム利用料が発生しな

いこと。  

（４）ＡＳＰサービスとして一般的に行われるシステム機能の強化（追加・修正等）については、追加の

費用なく提供すること。  

（５）公的機関から認証を受けたセキュリティマネジメントシステムに基づく管理がなされていること。  

 

第３ システム導入業務  

１ セットアップ・導入フォロー  

（１）運用を開始するに当たり、市で実施する設定作業の支援を適宜行うこと。  

（２）契約後、おおむね１週間以内にシステム導入会議を実施すること。システム導入会議では、運用開

始までの詳細スケジュール及び初期設定内容を提案し、市の承諾を得ること。  

（３）システム事業者にて導入担当者を設け、全体の利用状況をシステム上で随時確認し、市から要求が

あった場合は、機能別の利用状況一覧を電子データで開示すること。 

また、作業が停滞している園へのフォローなど導入サポートを適宜行うこと。  

（４）導入担当者は、地方公共団体への保育業務支援システム導入プロジェクト担当経験を有すること。  

（５）市が保有する児童情報、保護者情報、職員情報等を効率的にシステムに取り込むことができるよう

に、実施するデータ移行の支援を行うこと。 

 

２ 操作マニュアル  

（１）運用開始１か月前までに、操作マニュアルを提供すること。  

（２）操作マニュアルは、電子データにより一式を提供すること。また、マニュアルのキーワード検索に

対応すること。  



4 

 

（３）操作マニュアルは、極力、ＩＣＴ専門用語を用いず、ＩＣＴ知識の乏しい者にも理解しやすい平易

な記述とし、実際の画面キャプチャー及び操作デモ動画を用いて分かりやすく説明すること。  

（４）機能の修正などがあった場合には、該当部分を更新した操作マニュアルを速やかに作成し、提供す

ること。 

 

３ 操作研修  

（１）各施設のシステム利用者（各市立保育所の保育士や本事業の担当課職員）に対する操作研修を１回

以上行うこと。 

（２）研修は、提案システムに精通した講師が行うこと。 

（３）県外からの訪問が許されない状況となった際には、オンラインでの遠隔研修をする等柔軟に対応す

ること。ただし、遠隔研修の場合も、研修会を行うための実機やネットワークの準備を含めた環境整

備及び現地での対応要員は、受託者にて準備すること。  

（４）研修は、マニュアルでの説明だけでなく、システムを使用した操作研修を行うこと。  

（５）受託者が必要と考える内容が他にある場合は、それも併せて提案すること。  

 

４ 機器類  

（１）システム接続用の機器は、市が別途調達するＰＣ、タブレット端末及び携帯端末の利用を想定する

こと。 

（２）各機器からシステムを利用するに当たっては、特定のソフトウェアを利用せず、Ｗｅｂブラウザ（ 

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅ、Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ、Ｓａｆａｒｉ等）による利用とするこ

と。  

（３）調達予定のＰＣ、タブレット端末及び携帯端末は、以下のとおりとする。 

  ア 必要台数 

保育所名 管理用ＰＣ 
職員用 

タブレット端末 

登降園管理用 

タブレット端末 
職員用携帯端末 

柳井南保育所 １台 ５台 １台 ２台 

大畠保育所 １台 ３台 １台 ２台 

  イ ＰＣ 

  （ア）ＯＳ：Ｗｉｎｄｏｗｓ１１Ｐｒｏ ６４ｂｉｔ 

  （イ）ＣＰＵ：Ｃｏｒｅ－Ｉ５以上 

  （ウ）メモリ：８ＧＢ以上 

  （エ）ＳＳＤ：２５６ＧＢ以上 

  ウ タブレット端末 

  （ア）品名：ｉＰａｄ（第１０世代）Ｗｉｆｉモデル 

（イ）ＯＳ：ｉＯＳ 

（ウ）ストレージ：６４ＧＢ 

  エ 携帯端末（ＳＩＭ無） 
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  （ア）品名：ｉｐｈｏｎｅＳＥ（第３世代） 

  （イ）ＯＳ：ｉＯＳ 

  （ウ）ストレージ：６４ＧＢ 

（４）登降園打刻用端末は、打刻を滞りなく行うことができる性能を備えていること。  

 

５ ネットワーク  

（１）本システムで利用する機能は、インターネットを経由して利用できること。  

（２）上記の機能は、２０Ｍｂｐｓ程度の通信速度（実測値）で安定して動作すること。  

（３）保護者向けスマートフォンアプリケーションは、インターネットを経由して利用できること。  

（４）インターネット接続に当たっては、暗号化等のセキュリティ機能を確保すること。  

（５）システム導入に当たって必要な環境整備（回線整備、ネットワーク機器・無線アクセスポイント端

末等の設置、設定等）は、本プロポーザルに含まないものとする。  

 

第４ システム運用保守業務  

１ 運用時間  

通年２４時間とする。ただし、システム保守等のため運用停止が必要となる場合には、事前に市に申

し入れること。  

 

２ ヘルプデスク 

（１）保育所及び市こどもサポート課からの問合せに対応する事業者向けヘルプデスクを設置すること。  

（２）ヘルプデスクは、固定電話及び携帯電話からの問合せを可能とし、オペレーターが対応すること。 

また、電子メール等による問合せにも対応すること。 

（３）固定電話及び携帯電話からの問合せは、平日９時から１８時までの時間帯で受け付けること。 

（４）電子メール等による問合せは、２４時間受付とすること。 

（５）保護者からの問合せに対応する保護者向けヘルプデスクを設置すること。 

（６）保護者向けヘルプデスクは、電子メール等による問合せを可能とし、２４時間受付とすること。 

 

３ セキュリティ対策  

（１）ＩＤＳ（侵入検知システム）・ＩＰＳ（不正侵入防止システム）・ＷＡＦ（Ｗｅｂ Ａｐｐｌｉｃ

ａｔｉｏｎ Ｆｉｒｅｗａｌｌ）等を導入し、不正アクセス・侵入対策を適切に実施すること。 

（２）サイバー攻撃、改ざん防止対策及びセキュリティホール対策を適切に講じること。 

（３）システム内で利用するデータは、データベース上で暗号化を行い、保護すること。 

（４）コンピューターウイルス等、悪意のあるプログラムの侵入を防止するための対策等を行うこと。 

（５）ＳＳＬ／ＴＬＳにより暗号化を施した上で通信すること。 

（６）保育所及び市こどもサポート課が使用するＩＰアドレスによるシステムへのアクセス制御を行うこ

とができること。 

（７）保護者は、各施設が認めた利用者以外は、利用不可とし、利用する施設で取り扱う情報及び自身の

子の情報以外の閲覧、利用ができないようにすること（写真を除く。）。 

（８）システム内のサーバ、ネットワーク機器、ストレージ等に対して、２４時間３６５日の死活監視を



6 

 

実施すること。 

（９）データセンターは、日本データセンター協会（ＪＤＣＣ）のデータセンターファシリティスタンダ

ードにおけるティア３相当の基準を満たすこと。 

（10）情報セキュリティについて、専門的に調査・対応を行うＣＳＩＲＴを設置すること。  

（11）受託者は、ＩＳＯ／ＩＥＣ２７００１：２０１３（ＩＳＭＳ）の認証又はプライバシーマーク相当

の認証を取得していること。 

（12）システムの脆弱性診断を定期的に実施すること。 

 

４ 障害対応  

（１）障害発生時の連絡体制、対応フロー等をあらかじめ定めること。  

（２）障害が発生した場合には、速やかに市に報告し、早期復旧を図ること。  

（３）管理するデータが消失しないようバックアップデータを１日複数回保存し、世代管理を行うこと。

また、必要であればバックアップデータからの復旧作業を行うこと。 

 

５ システム保守  

（１）システムのバージョンアップ（機能改善、バグ対応等）を定期的に実施すること。  

（２）クライアントＯＳやＷｅｂブラウザのバージョンアップに随時対応すること。  

（３）国の関係法令等に従い、システムのメンテナンスを行うこと。  

（４）各バージョンアップやメンテナンスに係る費用は、本契約に含むものとする。  

 

６ アクセス監視  

アクセスログを保存し、不正アクセスが発生した場合には、速やかに市に報告し、必要であればアク

セスログを開示すること。 


